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自身の学修状況を把握  

発表の概要 

この研究は、学生が各年次やセメスターにおいて、DP（卒業時の到達目標）に対する

自己評価を行い、その差を埋めるために必要な学修内容を主体的に認識できるよう

支援することを目的としている。現在、本学の DPは科目と紐づけて学生に提示されて

いないため、学生が日々の学習の中で DP を意識し続けることが困難な状況にある。

そこで、他大学の DP提示状況を調査し、それを参考に本学の DP提示状況を検証し

た。その結果を基に、社会学部コミュニティマネジメント学科において、学生が自身の

学修状況を自己点検できる「DP 概要版」を作成し、Excel のレーダーチャート機能を

用いた可視化ツールを試行した。このツールにより、学生が自らの学修成果を測定

し、主体的な学びを促進することを期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


